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流
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●
金
谷
大
井
川
川
越
し
太
鼓

<

島
田
市>

　
金
谷
地
区
に
は
古
く
か
ら
、
正

月
の
三
が
日
に
子
ど
も
た
ち
が
太

鼓
を
叩
い
て
町
内
単
位
で
競
い
合

う
と
い
う
遊
び
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
伝
統
を
今
に
伝
え
る
べ

く
、
昭
和
47
年
に
結
成
さ
れ
た
こ

の
団
体
は
、
年
間
約
50
回
の
公
演

を
行
い
な
が
ら
、
海
外
５
カ
国
で

６
回
の
公
演
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
子
ど
も
や

大
人
、
障
が
い
者
の
方
な
ど
幅
広

く
、約
80
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
川
越
し
太
鼓
の
音
は
、
ふ
る
さ

と
金
谷
の
音
。
古
く
か
ら
伝
え
ら

れ
て
き
た
リ
ズ
ム
や
打
ち
方
が
組

み
込
ま
れ
、
伝
統
を
今
に
伝
え
る

と
と
も
に
、
元
来
の
イ
メ
ー
ジ
を

壊
さ
な
い
よ
う
配
慮
し
た
独
自
の

曲
を
作
る
な
ど
と
い
っ
た
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

●
は
い
ば
ら
太
鼓

<

牧
之
原
市>

　
は
い
ば
ら
太
鼓
保
存
会
は
、
牧

之
原
市(

旧
榛
原
町)

の
郷
土
芸

能
を
伝
承
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

昭
和
51
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

和
太
鼓
に
よ
る
地
域
振
興
や
、

和
太
鼓
文
化
の
伝
承
な
ど
を
目
的

に
地
元
を
中
心
に
活
動
し
、
現
在

は
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
曲
作
り
や
後

継
者
育
成
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
楽
し
い
メ
ン
バ
ー
が
揃
い
、
太

鼓
に
か
け
る
情
熱
も
熱
く
、
大
人

も
子
ど
も
も
和
太
鼓
の
「
魅
力
」

と
「
迫
力
」
を
届
け
よ
う
と
日
々

精
進
し
て
い
ま
す
。

●
徳
山
の
盆
踊

<

川
根
本
町>

　
徳
山
の
浅
間
神
社
で
毎
年
８
月

15
日
に
奉
納
さ
れ
て
お
り
、
鹿
ん

舞
、
ヒ
ー
ヤ
イ
踊
り
、
狂
言
と
３

つ
の
異
な
っ
た
演
目
が
行
わ
れ
る

こ
と
が
特
長
。

　
昭
和
62
年
、
こ
の
盆
踊
り
の
形

態
が
古
歌
舞
伎
踊
り
の
初
期
の
仕

組
み
を
伝
承
す
る
も
の
で
、
こ
れ

に
動
物
仮
装
の
風
流
（
ふ
り
ゅ
う
）

が
添
え
ら
れ
て
い
る
な
ど
地
域
的

特
色
に
も
富
ん
で
お
り
重
要
だ
と

さ
れ
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
と
し
て
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

●
井
川
神
楽

<

静
岡
市>

　
安
倍
川
流
域
山
間
部
と
大
井
川

左
岸
山
間
部
に
数
多
く
伝
承
さ
れ

て
い
る
神
楽
は
現
在
約
30
ヶ
所
で

保
存
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
井
川
神
楽
は
、
伝
来
の
過
程
や

そ
の
地
域
で
の
交
流
の
中
で
変
化

し
て
い
き
、
地
域
な
ら
で
は
の
特

徴
が
生
ま
れ
、
浅
間
神
社
が
中
心

と
な
っ
て
交
流
が
行
わ
れ
た
結

果
、
今
の
形
が
で
き
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
井
川
神
楽
は
、
大
井
川
・
安
倍

川
流
域
の
中
で
も
最
も
古
い

１
６
１
７
年
の
奉
納
記
録
が
残
る

伝
統
芸
能
で
、
古
く
か
ら
重
要
な

娯
楽
で
あ
り
、
請
願
成
就
の
真
剣

な
る
祈
願
で
も
あ
っ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

●
笹
間
神
楽

<

島
田
市>

　
笹
間
神
楽
は
島
田
市
川
根
町
の

笹
間
上
地
区
に
伝
え
ら
れ
る
神
楽

で
、
動
作
が
大
き
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
舞
が
特
長
で
す
。

　
笹
間
神
楽
は
江
戸
時
代
中
期
に

伊
勢
の
外
宮
で
学
ん
だ
氏
子
が
持

ち
帰
っ
た
と
す
る
説
と
、
東
の
静

岡
市
黒
俣
地
区
か
ら
伝
わ
っ
た
と

す
る
二
つ
の
説
が
あ
り
、
複
数
の

舞
の
形
が
あ
り
ま
す
。

　
戦
後
の
混
乱
期
に
消
滅
し
か
け

ま
し
た
が
、
昭
和
43
年
に
笹
間
神

楽
保
存
会
を
設
立
し
て
復
活
、
地

域
の
保
存
会
に
加
え
て
地
元
の
小

中
学
生
も
活
動
に
参
加
す
る
な
ど

保
存
伝
承
の
動
き
が
活
発
に
な
っ

て
い
ま
す
。

●
徳
山
神
楽<

川
根
本
町>

　
徳
山
神
楽
は
、
江
戸
時
代
前
期

に
定
着
し
、
代
々
氏
子
に
伝
え
ら

れ
て
き
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
神
楽
歌
を
記
し
た
文
書
で
現

在
残
っ
て
い
る
最
も
古
い
も
の

は
、
延
宝
２
年
（
１
６
７
４
）
の

も
の
で
す
。

　
神
楽
式
は
、
修
祓
・
降
神
式
か

ら
始
ま
り
、
昇
神
式
ま
で 

一
貫
し

た
儀
式
が
行
わ
れ
、「
神
の
舞
」「
倭

舞
（
や
ま
と
ま
い
）」
な
ど
15
の

舞
が
舞
わ
れ
ま
す
。
創
始
の
時
代

は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

系
統
の
上
か
ら
は
伊
勢
流
の
神
楽

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
梅
津
神
楽<

川
根
本
町>

 

梅
津
神
楽
は
、
昭
和
47
年
に
県
の

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
創
始
年
代
は
つ
ま
び
ら
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
文
明
年
間

に
筑
地
清
右
衛
門
菅
原
重
常
と
い

う
人
物
が
地
名
を
梅
津
と
改
め
氏

神
を
祀
り
、
自
ら
神
主
の
職
に
つ

い
て
神
楽
を
奉
納
し
梅
津
神
楽
と

名
付
け
た
の
が
は
じ
ま
り
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
奉
納
は
若
宮
神
社
と
こ
だ
ま
石

神
社
、
２
つ
の
神
社
の
氏
子
ら
が

一
年
交
代
で
演
じ
て
き
ま
し
た

が
、
現
在
で
は
梅
津
神
楽
保
存
会

が
中
心
と
な
っ
て
、
伝
統
の
神
楽

の
継
承
に
努
め
て
い
ま
す
。

　志太榛原地域を中心として 3 つの太鼓、国
指定重要無形民俗文化財の徳山の盆踊、４つ
の神楽が集まり、演目を披露しました。
　また、川根本町文化協会からも「コーラスリ
ベルテ」と「話楽座」がその活動を披露しま
した。
　会場にはおよそ 600 人の観覧者が訪れ、
貴重な伝統芸能の共演を楽しみました。

●
赤
石
太
鼓<

川
根
本
町>

　
地
域
住
民
の
連
帯
感
と
郷
土
愛

を
築
く
と
と
も
に
、
町
の
活
性
化

と
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

を
目
的
と
し
て
昭
和
57
年
に
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
赤
石
太
鼓
保
存
会
」
と
し
て

町
内
外
か
ら
人
気
を
集
め
、
年
間

50
回
を
数
え
る
公
演
実
績
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
10
年
に
川
根
高
校

で
郷
土
芸
能
部
が
立
ち
上
が
る
な

ど
、
若
い
世
代
へ
の
普
及
活
動
も

積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
川
根
本
町
に
は
、
国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た

「
徳
山
の
盆
踊
」
を
筆
頭
に
、
県

の
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受

け
て
い
る
「
徳
山
神
楽
」「
田
代

神
楽
」「
梅
津
神
楽
」
の
ほ
か
、

年
間
50
回
程
度
の
公
演
を
お
こ

な
っ
て
い
る「
赤
石
太
鼓
」な
ど
、

地
域
に
伝
わ
る
様
々
な
伝
統
芸
能

が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
等
の
影

響
か
ら
年
々
こ
れ
ら
の
担
い
手

（
後
継
者
）
は
減
り
、
存
続
が
危

ぶ
ま
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
「
地
域
の
宝
」
で
あ
る

伝
統
芸
能
を
後
世
に
受
け
継
い
で

い
く
こ
と
を
目
的
に
「
川
根
本
町

伝
統
文
化
伝
承
館
～
時
愛
（
と
き

あ
）
～
」
を
今
年
２
月
に
整
備
し

ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
町
内
の
伝
統
文
化

保
存
会
を
中
心
に
、
近
隣
市
町
で

活
動
し
て
い
る
団
体
に
呼
び
か
け

を
行
い
、
地
域
の
伝
統
芸
能
の
継

承
お
よ
び
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
た
交
流
会
を
開

催
す
る
こ
と
を
提
案
。

　
静
岡
県
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
採

択
を
受
け
、
９
月
７
日
（
土
）
に

「
川
根
本
町
伝
統
文
化
交
流
会
」

と
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

～静岡県文化プログラム～
2020 年のオリンピック・パラリンピック
東京大会に向け、オリンピック憲章で開
催が定められた「文化プログラム」が、
日本全国で展開されます。静岡県文化プ
ログラム推進委員会は、文化・芸術振興
やバンクな・芸術による地域・社会課題
対応を目指して、様々な団体などとの協
働による取り組みをすすめています。

ここにも、一つの物語。
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